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一

 

政

治

の

混

乱

と

社

会

保

障

制

度

改

革

 

  

政

治

を

論

ず

る

つ

も

り

は

全

く

あ

り

ま

せ

ん

が

、

近

年

の

社

会

情

勢

を

み

る

と

、

こ

の

ま

ま

で

大

丈

夫

か

と

不

安

に

な

り

ま

す

。

 

政

権

与

党

も

野

党

第

一

党

も

党

首

選

挙

が

終

わ

り

、

解

散

が

い

つ

か

が

最

重

要

課

題

か

の

よ

う

な

様

相

を

呈

し

て

い

ま

す

。

 

し

か

し

、

こ

の

間

も

、

日

本

国

周

辺

で

は

、

国

土

領

有

権

争

い

が

、

あ

ち

ら

こ

ち

ら

で

一

斉

に

発

生

し

、

き

な

臭

い

情

勢

で

す

。

国

の

根

幹

が

ど

う

な

る

の

か

心

配

に

な

る

方

が

多

い

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

 

 

税

も

社

会

保

障

も

、

社

会

生

活

に

お

い

て

基

本

的

な

重

要

課

題

で

す

。

“

医

療

”

は

社

会

基

盤

の

最

た

る

も

の

で

す

。

二

〇

二

五

年

を

目

処

に

、

税

と

社

会

保

障

一

体

改

革

が

進

行

し

て

お

り

ま

す

。

し

か

し

、

そ

の

前

提

と

な

る

数

字

は

、

机

上

の

空

論

と

し

か

言

え

な

い

も

の

で

す

。

医

療

機

関

の

機

能

分

担

・

役

割

分

担

は

必

要

な

事

項

で

す

。

し

か

し

、

機

能

分

担

と

言

い

な

が

ら

、

病

院

や

病

床

の

区

分

は

、

機

能

で

は

な

く

、

病

院

（

建

物

）

単

位

に

な

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

改

革

案

に

は

二

つ

の

シ

ナ

リ

オ

が

あ

り

ま

す

が

、

医

療

従

事

者

数

の

予

測

は

実

現

不

可

能

な

数

字

で

す

。

た

と

え

ば

、

少

子

高

齢

社

会

に

お

い

て

、

出

生

女

子

の

八

分

の

一

が

看

護

職

に

就

く

と

い

う

あ

り

え

な

い

想

定

に

な

っ

て

い

ま

す

。

外

国

人

労

働

者

を

導

入

し

て

も

、

難

し

い

と

思

い

ま

す

。

 

 

強

調

し

た

い

こ

と

は

、

実

現

可

能

な

根

拠

の

あ

る

数

字

を

前

提

と

し

た

画

を

描

い

て

い

た

だ

き

た

い

と

言

う

こ

と

で

す

。

 

 

二

 

改

革

に

向

け

た

病

院

の

取

組

み

 

  

九

月

末

、

み

な

と

み

ら

い

で

全

国

病

院

学

会

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

テ

ー

マ

は

「

地

域

医

療

の

最

前

線

 

―

み

な

と

み

ら

い

か

ら

未

来

へ

―

」

で

し

た

。

二

〇

二

五

年

の

税

・

社

会

保

障

一

体

改

革

に

向

け

て

議

論

す

る

こ

と

が

趣

旨

で

し

た

。

 

当

院

か

ら

も

多

く

の

演

題

を

発

表

し

ま

し

た

。

日

頃

の

研

究

、

研

修

の

成

果

で

す

。

発

表

者

だ

け

で

は

な

く

、

そ

の

基

と

な

っ

た

業

務

改

善

に

携

わ

っ

た

職

員

の

力

で

す

。

 

 

私

は

二

つ

の

委

員

会

企

画

と

ラ

ン

チ

ョ

ン

セ

ミ

ナ

ー

座

長

を

務

め

ま

し

た

。

 

医

療

の

質

向

上

委

員

会

委

員

会

企

画

で

は

、

厚

生

科

学

研

究

費

「

医

療

事

故

発

生

後

の

院

内

調

査

の

あ

り

方

と

方

法

に

関

す

る

研

究

」

主

任

研

究

者

と

し

て

報

告

し

ま

し

た

。

ま

た

、

病

院

の

あ

り

方

委

員

会

企

画

「

二

〇

二

五

年

の

医

療

提

供

体

制

 

―

病

院

を

続

け

ら

れ

ま

す

か

―

」

の

ト

ッ

プ

バ

ッ

タ

ー

で

、

「

首

都

圏

中

規

模

病

院

と

し

て

二

〇

二

五

年

病

院

を

続

け

ら

れ

る

か

？

」

を

報

告

し

討

議

し

ま

し

た

。

首

都

圏

の

困

難

な

状

況

で

、

運

営

を

継

続

で

き

る

原

因

は

、

病

院

を

挙

げ

た

質

向

上

の

努

力

で

あ

り

、

公

益

財

団

法

人

と

し

て

公

益

活

動

に

邁

進

す

る

と

報

告

し

ま

し

た

。

 

 

ラ

ン

チ

ョ

ン

セ

ミ

ナ

ー

「

個

人

情

報

保

護

法

の

基

本

的

考

え

方

を

学

ぶ

こ

と

か

ら

始

め

よ

う

」

の

座

長

と

し

て

概

論

を

解

説

し

ま

し

た

。 

ラ

ン

チ

ョ

ン

セ

ミ

ナ

ー

「

Ｒ

Ｃ

Ａ

（

根

本

原

因

分

析

）

を

体

験

し

よ

う

」

で

は

柳

川

副

院

長

が

ミ

ニ

演

習

を

担

当

し

ま

し

た

。

こ

れ

ら

は

公

益

活

動

と

し

て

実

践

し

て

お

り

ま

す

。
 

 

三

 
 

医

療

情

報

の

安

全

な

蓄

積

 

  

第

八

四

号

（

前

号

）

で

紹

介

し

た

、

地

域

医

療

情

報

連

携

シ

ス

テ

ム

は

、

地

域

の

医

療

機

関

に

評

価

さ

れ

て

、

検

査

及

び

診

察

予

約

、

結

果

報

告

、

参

照

に

利

用

さ

れ

て

い

ま

す

。

本

年

は

、

東

日

本

大

震

災

の

時

の

よ

う

な

大

災

害

時

に

、

電

子

情

報

が

利

用

で

き

な

く

な

っ

た

と

き

の

バ

ッ

ク

ア

ッ

プ

と

し

て

、

当

院

が

構

築

す

る

デ

ー

タ

保

管

シ

ス

テ

ム

に

、

地

域

の

医

療

機

関

の

医

療

情

報

を

蓄

積

で

き

る

よ

う

に

準

備

し

て

お

り

ま

す

。

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

に

は

十

分

配

慮

し

て

い

る

の

で

心

配

は

あ

り

ま

せ

ん

。

 

 

四

 

近

況

報

告

 

  

先

日

、

Ｎ

Ｈ

Ｋ

テ

レ

ビ

番

組

の

首

都

圏

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

で

、

当

院

の

災

害

時

に

お

け

る

非

常

発

電

設

備

に

関

し

て

放

映

さ

れ

ま

し

た

。

ま

た

、

前

述

の

、

全

国

病

院

学

会

に

お

け

る

パ

ネ

ル

討

論

が

放

映

さ

れ

た

そ

う

で

す

。

 

 

患

者

さ

ん

の

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

を

定

期

的

に

し

て

お

り

ま

す

。

前

に

回

答

し

た

と

お

断

り

に

な

る

方

が

い

ら

っ

し

ゃ

る

よ

う

で

す

。

経

時

的

変

化

を

見

る

こ

と

も

重

要

で

す

。

回

答

い

た

だ

き

た

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

 

敬

老

の

日

講

演

会

に

は

多

く

の

区

民

に

参

加

い

た

だ

き

ま

し

た

。

別

に

詳

細

は

紹

介

し

ま

す

。

今

後

も

地

域

の

皆

様

の

ご

支

援

を

宜

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。
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地

域

地

域

地

域

地

域

のののの

皆

様

皆

様

皆

様

皆

様

へへへへ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理

事

長

理

事

長

理

事

長

理

事

長

・・・・

院

長

院

長

院

長

院

長 
 

 
 

 
 

 
 

飯飯飯飯    

田田田田    

修修修修    

平平平平    

不

安

定

不

安

定

不

安

定

不

安

定

なななな

世世世世

のののの

中中中中

に

お

け

る

に

お

け

る

に

お

け

る

に

お

け

る

病

院

運

営

病

院

運

営

病

院

運

営

病

院

運

営

    



80歳～

4.3%

70～79歳

25.5%

60～69歳

17.0%

50～59歳

17.0%

40～49歳

21.3%

30～39歳

10.6%

20～29歳

3.2%

～19歳

1.1%

その他

0.0%

徒歩

18.0%

バイク

1.2%

自転車

19.3%

自家用車

8.7%

バス

6.2%

タクシー

12.4%

電車

34.2%

七

月

三

日

と

十

九

日

の

二

日

間

、

外

来

患

者

さ

ん

を

対

象

に

『

外

来

ア

ン

ケ

ー

ト

』

を

実

施

い

た

し

ま

し

た

。 

九

十

九

名

の

方

々

に

ご

協

力

を

い

た

だ

き

、

誠

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

ア

ン

ケ

ー

ト

集

計

結

果

の

一

部

を

報

告

い

た

し

ま

す

。 

 

当

院

で

は

、

ア

ン

ケ

ー

ト

や

ご

意

見

箱

で

皆

様

の

ご

意

見

を

お

伺

い

し

、

医

療

の

質

向

上

を

行

い

、

安

心

し

て

か

か

れ

る

病

院

づ

く

り

を

目

指

し

て

い

ま

す

。 

お

寄

せ

い

た

だ

い

た

ご

要

望

に

対

し

て

随

時

改

善

を

行

っ

て

ま

い

り

ま

す

。 

 

何

か

お

気

づ

き

に

な

り

ま

し

た

ら

、

是

非

、

ご

意

見

箱

へ

投

書

を

お

願

い

致

し

ま

す

。 
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「「「「

外

来

患

者

外

来

患

者

外

来

患

者

外

来

患

者

さ

ん

さ

ん

さ

ん

さ

ん

ア

ン

ケ

ー

ト

ア

ン

ケ

ー

ト

ア

ン

ケ

ー

ト

ア

ン

ケ

ー

ト

」」」」

集

計

結

果

集

計

結

果

集

計

結

果

集

計

結

果

    

多多多多くのくのくのくの方方方方々々々々にごにごにごにご協力協力協力協力いただきいただきいただきいただき、、、、
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ＱＱＱＱ２２２２．．．．交通機関交通機関交通機関交通機関はははは何何何何をををを利用利用利用利用しましたかしましたかしましたかしましたか？？？？    



リハビリテー

ション科

1.8%

漢方内科

5.5%

循環器外科

0.0%

循環器内科

0.0%

眼科

2.8%

産婦人科

9.2%

泌尿器科

4.6%

皮膚科

11.9%

脳外科

0.0%

整形外科

15.6%

外科

12.8%

小児科

0.9%

内科

15.6%

健診

19.3%

知っている医

師がいる

3.0% 他院の医師

の紹介

5.3%

医院・診療所

紹介

10.5%

大きな総合

病院だから

12.0%

良い医師が

いると聞いた

から

10.5%

医療設備が

十分に整っ

ている

14.3%

家が近い

30.8%

その他

13.5%
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72.9%

75.3%

75.0%

70.5%

50.0%

31.3%

67.7%

67.1%

51.2%

65.9%

23.5%

22.1%

23.5%

29.5%

43.8%

68.8%

29.2%

31.7%

41.5%

34.1%

2.4%

0.0%

0.0%

0.0%

3.1%

1.2%

0.0%

7.3%

1.5%

2.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

6.3%

0.0%

0.0%

0.0%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医師

看護師

レントゲン

検査

リハビリ

医療相談

受付

会計

売店

清掃員

満足 やや満足 やや不満 不満

61.2%

69.8%

45.3%

56.4%

55.7%

53.2%

55.4%

48.1%

32.9%

30.2%

39.5%

39.7%

35.4%

45.5%

41.9%

49.4%

0.0%

14.0%

3.8%

8.9%

0.0%

2.7%

1.2%

5.9%

1.2%

0.0%

1.3%

0.0%

0.0%

1.2%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

案内表示・掲示

病院の清潔度

待合室について

プライバシーの配慮

受付システム

医療の質・内容

医療機器の整備

病院全体の評価

満足 やや満足 やや不満 不満
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練

馬

総

合

病

院

で

は

、

敬

老

の

日

に

ち

な

み

、

脳

卒

中

に

つ

い

て

講

演

会

を

開

催

し

、

多

く

の

方

に

参

加

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

 

 

主

催 

： 

公

益

財

団

法

人 

東

京

都

医

療

保

健

協

会 

練

馬

総

合

病

院 

後

援 

： 

練

馬

区 

練

馬

区

医

師

会 

日

時 

： 

平

成

二

十

四

年

九

月

二

十

七

日 

午

後

二

時

～

四

時

二

十

分 

会

場 

： 

練

馬

区

生

涯

学

習

セ

ン

タ

ー 

 

●

同

時

開

催 

午

後

一

時

か

ら

二

時

ま

で

の

間

、

ロ

ビ

ー

に

て

当

院

専

門

職

員

に

よ

る

各

種

相

談

（

服

薬

・

医

療

福

祉

・

栄

養

）

と

無

料

血

糖

測

定

を

行

い

ま

し

た

。

多

く

の

方

に

ご

利

用

い

た

だ

き

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。 

        

プ

ロ

グ

ラ

ム

プ

ロ

グ

ラ

ム

プ

ロ

グ

ラ

ム

プ

ロ

グ

ラ

ム    

挨

 

拶 

： 

飯

田 

修

平 

練

馬

総

合

病

院

理

事

長 

御

挨

拶 

： 

新

山

 

博

己 

様 

練

馬

区

長

代

理 

地

域

医

療

課

長 

御

挨

拶 

： 

白

戸

 

千

昭

 

様 

練

馬

区

医

師

会

副

会

長 

 

～～～～    

講講講講    

演演演演    
～～～～    

    

第

一

部

第

一

部

第

一

部

第

一

部

    

「「「「

脳

卒

中

脳

卒

中

脳

卒

中

脳

卒

中

のののの

予

防

予

防

予

防

予

防

・・・・

急

性

期

治

急

性

期

治

急

性

期

治

急

性

期

治

療療療療

・・・・

再

発

予

防

再

発

予

防

再

発

予

防

再

発

予

防

」」」」    

    

①

脳

卒

中

で

寝

た

き

り

に

な

ら

な

い

た

め

に 

脳

神

経

外

科

医

師

 

善

積 

秀

幸

 
 

 

②

脳

卒

中

を

防

ぐ

食

事

に

つ

い

て 

管

理

栄

養

士

 

長

谷

部 

歩

美

 
 

 

 

③

脳

卒

中

の

急

性

期

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

に

つ

い

て 

理

学

療

法

士

主

任

 

土

屋 

理

枝

子 

第

二

部

第

二

部

第

二

部

第

二

部

    

パ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

パ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

パ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

パ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン 

    

司

会

 
 

 
 

飯

田 

修

平 

練

馬

総

合

病

院

院

長    

パ

ネ

リ

ス

ト

 

善

積 

秀

幸 

脳

神

経

外

科

医

師 

長

谷

部

 

歩

美 

 
 

 
 

 
 

 
 

管

理

栄

養

士 

土

屋 

理

枝

子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

理

学

療

法

士

主

任 

 

閉

会

挨

拶

 
 

小

泉

 

知

定 

公

益

財

団

法

人 

東

京

都

医

療

保

健

協

会 

練

馬

総

合

病

院

理

事 

 

（ 

補 

足 

） 

脳

卒

中

（

の

う

そ

っ

ち

ゅ

う

）

と

は

･
･
･ 

「

脳

血

管

障

害

」

と

も

呼

ば

れ

、

脳

の

血 

管

が

詰

ま

っ

た

り

、

脳

の

血

管

が

破

れ

る

こ

と

で

出

血

し

て

し

ま

う

病

気

の

こ

と

で

す

。

 

手

足

の

麻

痺

や

意

識

障

害

な

ど

の

様

々

な

症

状

が

起

こ

る

病

気

で

す

。 
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敬

老

敬

老

敬

老

敬

老

のののの

日

講

演

会

日

講

演

会

日

講

演

会

日

講

演

会    

開

催

報

告

開

催

報

告

開

催

報

告

開

催

報

告

    

（パネルディスカッション） 

（検査技師による無料血糖値測定） （会場受付） 



新

任

医

師

紹

介

新

任

医

師

紹

介

新

任

医

師

紹

介

新

任

医

師

紹

介

    

整

形

外

科

整

形

外

科

整

形

外

科

整

形

外

科 
 

 
 

 
 

 
 

宇

高

宇

高

宇

高

宇

高    

徹徹徹徹 

       

七

月

一

日

よ

り

整

形

外

科

に

勤

務

し

て

お

り

ま

す

宇

高

徹

と

申

し

ま

す

。

私

は

長

崎

大

学

医

学

部

を

卒

業

後

、

平

塚

市

民

病

院

で

二

年

間

の

初

期

研

修

を

行

い

、

慶

応

大

学

整

形

外

科

に

入

局

し

ま

し

た

。

大

学

病

院

で

整

形

外

科

の

後

期

研

修

を

三

カ

月

行

い

ま

し

た

後

に

、

練

馬

総

合

病

院

に

赴

任

す

る

こ

と

と

な

り

ま

し

た

。

医

師

三

年

目

の

若

輩

者

で

あ

り

、

先

輩

方

か

ら

日

々

、

手

術

、

外

来

、

病

棟

管

理

、

救

急

対

応

等

い

ろ

ん

な

こ

と

を

教

わ

り

な

が

ら

、

臨

床

に

励

ん

で

お

り

ま

す

。

 
 

 

整

形

外

科

は

骨

折

で

歩

け

な

く

な

っ

た

患

者

さ

ん

が

、

手

術

す

る

こ

と

で

翌

日

か

ら

立

位

歩

行

訓

練

開

始

で

き

る

よ

う

に

な

る

な

ど

、

自

分

の

手

で

治

療

が

で

き

て

、

患

者

さ

ん

の

Ｑ

Ｏ

Ｌ

（

生

活

の

質

）

を

良

く

す

る

こ

と

が

で

き

る

の

が

魅

力

と

感

じ

て

い

ま

す

。 忙

し

い

日

々

で

す

が

、

病

気

や

怪

我

に

厳

し

く

、

患

者

さ

ん

に

は

優

し

く

、

全

て

は

患

者

さ

ん

の

た

め

に

よ

り

よ

い

医

療

を

提

供

す

る

こ

と

を

目

標

と

し

て

臨

床

に

励

ん

で

い

き

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

今

後

と

も

ご

指

導

ご

鞭

撻

の

ほ

ど

よ

ろ

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。 

 

皮

膚

科

皮

膚

科

皮

膚

科

皮

膚

科

 
 

和

田

和

田

和

田

和

田    

直

子

直

子

直

子

直

子  

       

七

月

一

日

よ

り

着

任

し

た

皮

膚

科

医

師

の

和

田

直

子

で

す

。

小

菅

治

彦

医

師

の

後

任

と

し

て

参

り

ま

し

た

。

私

は

慶

應

義

塾

大

学

を

卒

業

後

十

六

年

間

、

同

大

学

病

院

の

ほ

か

日

本

鋼

管

病

院

、

防

衛

医

科

大

病

院

、

済

生

会

横

浜

市

東

部

病

院

、

北

里

研

究

所

病

院

な

ど

に

勤

務

、

一

見

頼

り

な

い

顔

は

し

て

い

ま

す

が

皮

膚

科

医

と

し

て

大

変

多

く

の

患

者

さ

ん

を

診

察

し

勉

強

す

る

機

会

を

頂

い

て

き

ま

し

た

。

今

後

も

さ

ら

に

診

断

治

療

能

力

を

高

め

る

べ

く

努

力

し

て

い

く

所

存

で

す

。

ど

う

ぞ

宜

し

く

お

願

い

し

ま

す

。 

さ

て

当

科

で

は

、

水

虫

、

か

ぶ

れ

、

イ

ボ

と

い

っ

た

よ

く

あ

る

も

の

か

ら

、

ア

ト

ピ

ー

性

皮

膚

炎

、

乾

癬

な

ど

長

期

に

わ

た

る

皮

膚

病

の

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

、

診

断

の

難

し

い

場

合

に

は

組

織

検

査

、

ア

レ

ル

ギ

ー

検

査

（

パ

ッ

チ

テ

ス

ト

）

、

腫

瘍

の

手

術

、

入

院

治

療

に

も

対

応

し

て

い

ま

す

。

自

費

診

療

で

は

重

症

に

き

び

に

対

す

る

ピ

ー

リ

ン

グ

、

シ

ミ

取

り

用

レ

ー

ザ

ー

が

あ

り

ま

す

。 

私

は

下

町

育

ち

の

ざ

っ

く

ば

ら

ん

な

人

間

で

す

。

皮

膚

に

つ

い

て

何

か

あ

り

ま

し

た

際

は

ど

う

ぞ

ご

相

談

下

さ

い

。

お

役

に

立

て

る

よ

う

頑

張

り

ま

す

。 

 

麻

酔

科

医

麻

酔

科

医

麻

酔

科

医

麻

酔

科

医 
 

 
 

 
 

 
 

小

幡

小

幡

小

幡

小

幡    

千

亜

紀

千

亜

紀

千

亜

紀

千

亜

紀 

  

    

 

 

八

月

よ

り

麻

酔

科

常

勤

医

と

し

て

赴

任

し

ま

し

た

小

幡

千

亜

紀

で

す

。 

生

ま

れ

は

東

京

で

、

山

梨

大

学

出

身

で

す

。

医

師

歴

六

年

、

麻

酔

科

医

と

し

て

は

三

年

目

と

な

り

ま

す

。 

現

在

は

就

職

し

て

ま

だ

三

週

間

目

で

す

が

、

周

り

の

方

々

の

暖

か

い

雰

囲

気

に

少

し

安

心

し

て

き

て

い

ま

す

。

手

術

は

チ

ー

ム

医

療

で

あ

り

、

各

科

の

先

生

、

コ

メ

デ

ィ

カ

ル

の

方

々

と

う

ま

く

連

携

し

な

が

ら

明

る

く

楽

し

く

仕

事

し

て

い

き

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。

麻

酔

の

基

本

で

は

あ

り

ま

す

が

、

安

全

で

患

者

さ

ん

を

術

中

、

術

後

侵

襲

の

苦

痛

よ

り

徹

底

し

て

守

る

麻

酔

を

心

が

け

て

い

ま

す

。 

私

自

身

は

ペ

イ

ン

ク

リ

ニ

ッ

ク

の

経

験

も

あ

り

ま

す

の

で

周

術

期

の

事

に

限

ら

ず

、

い

ろ

い

ろ

と

ご

相

談

し

て

く

だ

さ

い

。

至

ら

ぬ

点

も

多

い

か

と

思

い

ま

す

が

、

練

馬

総

合

病

院

の

医

療

が

よ

り

よ

い

も

の

と

な

る

よ

う

少

し

で

も

助

力

で

き

た

ら

と

思

い

ま

す

。

 

ち

な

み

に

好

き

な

こ

と

は

テ

ニ

ス

、

ゴ

ル

フ

、

読

書

、

お

い

し

い

ビ

ー

ル

で

す

。

よ

ろ

し

く

お

ね

が

い

し

ま

す

。 
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初

め

ま

し

て

。

小

児

科

医

師

の

三

宅

と

申

し

ま

す

。

今

回

は

練

馬

総

合

病

院

の

小

児

科

に

つ

い

て

ご

紹

介

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

練

馬

総

合

病

院

小

児

科

の

機

能

は

、

三

つ

に

分

け

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

 

ま

ず

一

つ

目

は

、

一

般

の

外

来

で

す

。

熱

や

咳

、

下

痢

と

言

っ

た

病

気

で

入

院

す

る

ほ

ど

で

は

な

い

程

度

の

病

気

、

外

来

で

治

療

可

能

な

病

気

の

診

療

を

し

て

い

ま

す

。

こ

れ

は

町

の

お

医

者

さ

ん

も

な

さ

れ

て

い

る

の

で

す

が

、

当

院

の

特

徴

は

検

査

科

や

放

射

線

科

が

あ

り

ま

す

の

で

血

液

検

査

で

は

主

要

な

検

査

は

一

時

間

ほ

ど

で

結

果

を

お

見

せ

し

て

説

明

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

し

、

レ

ン

ト

ゲ

ン

は

よ

り

き

れ

い

に

被

曝

を

少

な

く

、

Ｃ

Ｔ

検

査

や

Ｍ

Ｒ

Ｉ

検

査

、

心

電

図

検

査

も

可

能

で

す

。

つ

ま

り

、

熱

が

下

が

ら

な

い

お

子

さ

ん

が

肺

炎

だ

っ

た

り

し

な

い

か

ど

う

か

と

か

、

心

臓

や

頭

の

検

査

を

希

望

さ

れ

る

場

合

、

当

院

で

検

査

が

可

能

と

な

り

ま

す

。

 

ま

た

、

当

院

に

は

耳

鼻

科

以

外

の

各

科

が

そ

ろ

っ

て

お

り

ま

す

の

で

、

小

児

科

か

別

の

科

か

わ

か

ら

な

い

よ

う

な

病

気

の

場

合

で

も

小

児

科

に

来

て

い

た

だ

け

れ

ば

、

小

児

科

か

ら

適

切

な

科

に

割

り

振

っ

て

診

療

す

る

こ

と

が

可

能

で

す

。

さ

ら

に

大

病

院

に

比

べ

待

ち

時

間

が

短

く

診

療

で

き

ま

す

の

で

、

近

所

の

お

医

者

さ

ん

で

は

心

配

だ

け

ど

大

病

院

に

行

く

と

待

ち

時

間

が

長

く

て

疲

れ

る

と

い

っ

た

と

き

に

当

科

を

お

使

い

く

だ

さ

れ

ば

と

思

い

ま

す

。

 

も

う

一

つ

、

予

防

接

種

で

す

が

月

曜

日

か

ら

金

曜

日

の

毎

日

、

十

時

か

ら

十

一

時

と

、

十

三

時

半

か

ら

十

六

時

ま

で

の

間

い

つ

で

も

承

っ

て

お

り

ま

す

。

国

内

で

の

小

児

に

必

要

な

予

防

接

種

を

で

き

る

だ

け

接

種

可

能

に

す

る

よ

う

に

し

て

お

り

ま

す

し

、

同

時

接

種

も

積

極

的

に

や

っ

て

お

り

ま

す

。

不

活

化

ポ

リ

オ

ワ

ク

チ

ン

に

も

対

応

し

て

い

く

予

定

で

す

の

で

、

ど

う

ぞ

ご

利

用

く

だ

さ

い

。

 

            

二

つ

目

は

、

産

婦

人

科

と

連

携

し

た

新

生

児

診

療

で

す

。

当

院

の

産

婦

人

科

で

生

ま

れ

た

お

子

さ

ん

は

、

生

ま

れ

た

と

き

と

退

院

す

る

前

の

最

低

二

回

、

小

児

科

医

が

診

察

し

て

チ

ェ

ッ

ク

し

て

お

り

ま

す

。

こ

れ

に

よ

り

赤

ち

ゃ

ん

に

問

題

が

あ

り

そ

う

な

時

は

、

検

査

な

ど

を

し

て

原

因

を

調

べ

た

り

、

き

っ

ち

り

と

し

た

治

療

が

必

要

な

時

は

、

新

生

児

集

中

治

療

室

が

あ

る

病

院

に

搬

送

し

た

り

ま

す

。

 

よ

り

安

全

な

お

産

だ

け

で

な

く

、

赤

ち

ゃ

ん

が

で

き

る

だ

け

元

気

に

、

で

き

る

だ

け

適

切

に

治

療

が

で

き

る

よ

う

に

、

小

児

科

は

産

婦

人

科

と

力

を

合

わ

せ

て

が

ん

ば

っ

て

お

り

ま

す

。

 

三

つ

目

は

、

専

門

外

来

で

す

。

当

院

で

は

、

新

生

児

と

小

児

発

達

が

ご

専

門

で

あ

る

慶

応

大

学

の

松

崎

先

生

と

、

小

児

心

臓

が

ご

専

門

で

あ

る

同

じ

く

慶

応

大

学

の

石

崎

先

生

と

山

岸

先

生

に

ご

協

力

い

た

だ

い

て

、

毎

週

火

曜

日

午

後

の

発

達

健

診

外

来

と

第

二

木

曜

日

と

第

四

木

曜

日

の

そ

れ

ぞ

れ

午

後

か

ら

、

小

児

心

臓

外

来

を

行

っ

て

お

り

ま

す

。

こ

れ

に

よ

り

専

門

的

で

質

の

高

い

小

児

医

療

を

提

供

し

て

い

く

所

存

で

す

。

 

ま

た

専

門

外

来

と

は

し

て

お

り

ま

せ

ん

が

、

毎

週

月

曜

日

午

前

と

午

後

は

、

慶

応

大

学

の

前

小

児

科

教

授

松

尾

先

生

が

当

科

で

診

療

さ

れ

て

い

ま

す

。

松

尾

先

生

は

身

長

の

問

題

や

肥

満

、

甲

状

腺

の

問

題

な

ど

、

小

児

の

代

謝

内

分

泌

が

ご

専

門

で

す

の

で

ご

利

用

く

だ

さ

い

。

な

お

ア

レ

ル

ギ

ー

に

関

し

て

は

一

般

の

小

児

外

来

で

診

療

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

以

上

、

各

先

生

方

、

院

内

各

科

、

各

部

門

の

ご

協

力

を

い

た

だ

い

て

、

診

療

が

受

け

や

す

く

質

が

で

き

る

だ

け

高

い

医

療

を

ご

提

供

で

き

る

よ

う

、

小

児

科

は

が

ん

ば

っ

て

お

り

ま

す

。
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診

療

科

紹

介

診

療

科

紹

介

診

療

科

紹

介

診

療

科

紹

介    
小

児

科

医

師

 
 

三

宅

 

広

和

 



コ

モ

ン

デ

ィ

ジ

ー

ズ

シ

リ

ー

ズ

コ

モ

ン

デ

ィ

ジ

ー

ズ

シ

リ

ー

ズ

コ

モ

ン

デ

ィ

ジ

ー

ズ

シ

リ

ー

ズ

コ

モ

ン

デ

ィ

ジ

ー

ズ

シ

リ

ー

ズ

    

「

循

環

器

疾

患

」

    

循

環

器

内

科

医

師

 
 

伊

藤

 

鹿

島

 

 

〈

は

じ

め

に

〉 

 

心

臓

は

、

決

し

て

休

む

こ

と

が

あ

り

ま

せ

ん

。

生

き

て

い

る

限

り

は

。

受

精

し

て

五

週

間

も

す

る

と

、

心

臓

が

動

い

て

い

る

こ

と

が

超

音

波

検

査

で

確

認

で

き

ま

す

。

そ

し

て

人

生

の

最

期

の

瞬

間

ま

で

、

決

し

て

休

む

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

。 

平

均

的

な

心

拍

数

が

六

〇

回

／

分

だ

っ

た

と

し

て

、

一

日

中

寝

て

い

た

と

し

て

も

六

〇

回

×

六

〇

分

×

二

四

時

間

＝

八

万

六

千

四

百

回

／

日

、

動

い

て

い

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

実

際

に

は

歩

い

た

り

走

っ

た

り

が

あ

り

ま

す

か

ら

、

多

く

の

方

が

一

日

一

万

回

前

後

、

心

臓

に

働

い

て

い

た

だ

い

て

い

る

わ

け

で

す

。 本

日

は

そ

ん

な

ご

苦

労

様

な

臓

器

、

心

臓

の

構

造

と

機

能

、

病

気

に

つ

い

て

総

論

を

お

話

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

個

別

の

疾

患

に

つ

い

て

は

、

次

回

以

降

連

載

し

て

ま

い

り

ま

す

。

 

 

〈

心

臓

は

電

気

仕

掛

け

の

機

械

〉 

 

心

臓

に

は

四

つ

の

部

屋

が

あ

り

、

す

べ

て

は

筋

肉

細

胞

の

塊

で

す

。

各

部

屋

の

間

に

は

弁

が

あ

り

、

逆

流

を

防

い

で

い

ま

す

。

肺

で

浄

化

し

た

血

液

を

受

け

取

る

左

房

、

左

房

か

ら

血

液

を

受

け

取

っ

て

全

身

（

大

動

脈

）

に

送

り

出

す

左

室

、

全

身

の

静

脈

血

を

集

め

て

く

る

右

房

、

右

房

か

ら

血

液

を

受

け

取

っ

て

肺

へ

送

り

出

す

右

室

。

こ

れ

ら

は

右

房

の

上

部

に

あ

る

洞

結

節

（

ど

う

け

っ

せ

つ

）

か

ら

発

せ

ら

れ

る

電

気

刺

激

に

よ

っ

て

順

繰

り

に

動

い

て

い

ま

す

。

左

室

を

出

た

血

液

は

大

動

脈

を

通

っ

て

全

身

の

臓

器

に

送

り

出

さ

れ

、

す

べ

て

の

細

胞

に

酸

素

、

栄

養

、

必

要

物

資

を

供

給

し

ま

す

。

毛

細

血

管

を

経

て

細

胞

か

ら

出

さ

れ

る

二

酸

化

炭

素

、

老

廃

物

を

受

け

取

っ

て

静

脈

血

と

な

り

、

静

脈

を

通

っ

て

右

房

に

入

り

、

右

室

か

ら

肺

へ

と

送

り

出

さ

れ

、

浄

化

さ

れ

て

左

房

へ

送

ら

れ

ま

す

。

再

び

左

室

か

ら

全

身

に

送

り

出

さ

れ

、

血

液

は

血

管

の

中

を

ぐ

る

ぐ

る

と

回

っ

て

い

る

の

で

す

。

こ

れ

が

、

「

循

環

器

」

と

言

わ

れ

る

所

以

で

す

。

こ

の

仕

組

み

が

解

明

さ

れ

た

の

は

一

六

二

八

年

、

イ

タ

リ

ア

に

学

ん

だ

イ

ギ

リ

ス

人

医

師

ウ

ィ

リ

ア

ム

・

ハ

ー

ヴ

ェ

ー

に

よ

っ

て

な

さ

れ

ま

し

た

。 

 

こ

の

心

臓

を

養

っ

て

い

る

の

が

冠

動

脈

（

か

ん

ど

う

み

ゃ

く

）

で

、

左

右

に

一

本

ず

つ

あ

り

ま

す

。

左

冠

動

脈

は

さ

ら

に

二

本

に

分

か

れ

、

心

臓

は

三

本

の

血

管

で

養

わ

れ

て

い

ま

す

。

太

さ

三

㎜

前

後

、

長

さ

一

〇

㎝

の

血

管

で

、

こ

の

冠

動

脈

の

寿

命

が

心

臓

の

運

命

を

左

右

し

て

い

ま

す

。 

電

気

を

伝

え

る

に

は

コ

ー

ド

が

必

要

で

す

。

洞

結

節

を

出

て

心

房

を

伝

わ

っ

た

電

気

は

房

室

結

節

と

い

う

中

継

所

を

経

て

、

右

脚

と

左

脚

と

い

う

コ

ー

ド

を

通

っ

て

心

室

に

伝

導

し

ま

す

。 

 

〈

病

気

に

な

る

の

は

、

筋

肉

、

弁

、

血

管

、

電

気

系

統

〉 

心

臓

は

筋

肉

細

胞

の

塊

で

す

が

、

血

圧

が

高

い

と

そ

れ

に

打

ち

勝

っ

て

血

液

を

送

り

出

す

た

め

に

心

筋

細

胞

が

た

く

さ

ん

必

要

と

な

り

、

結

果

、

心

肥

大

に

な

り

ま

す

。

力

が

あ

る

一

方

で

弾

力

性

は

失

わ

れ

て

し

ま

い

、

心

不

全

と

な

っ

て

浮

腫

や

息

切

れ

の

原

因

に

な

り

ま

す

。

降

圧

薬

や

利

尿

薬

な

ど

、

薬

で

治

療

し

ま

す

が

、

何

と

言

っ

て

も

食

事

療

法

と

運

動

療

法

が

重

要

で

す

。 

各

部

屋

の

間

に

あ

る

弁

の

合

わ

さ

り

が

悪

く

な

っ

て

逆

流

が

起

き

た

り

、

弁

が

動

脈

硬

化

で

狭

く

な

っ

た

り

す

る

と

心

臓

の

負

担

が

増

え

る

の

で

心

不

全

に

な

り

ま

す

。

重

症

に

な

る

と

手

術

が

必

要

で

す

。 

こ

の

筋

肉

細

胞

の

塊

を

養

っ

て

い

る

冠

動

脈

に

動

脈

硬

化

が

起

こ

る

と

、

血

管

の

内

部

が

細

く

な

り

ま

す

。

心

臓

は

慢

性

的

に

酸

欠

状

態

と

な

り

ま

す

。

こ

れ

を

「

狭

心

症

」

と

言

い

ま

す

。

突

然

、

完

全

に

詰

ま

っ

て

し

ま

っ

た

状

態

を

「

心

筋

梗

塞

」

と

言

い

ま

す

。
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原

因

は

タ

バ

コ

、

高

血

圧

、

血

液

を

サ

ラ

サ

ラ

に

す

る

薬

や

血

管

の

中

か

ら

拡

張

す

る

カ

テ

ー

テ

ル

治

療

、

正

常

血

管

を

つ

な

ぎ

合

わ

せ

る

バ

イ

パ

ス

手

術

な

ど

で

治

療

し

ま

す

。 

電

気

系

統

の

不

調

は

、

す

な

わ

ち

不

整

脈

で

す

。

電

気

の

伝

導

が

障

害

さ

れ

て

脈

が

遅

く

な

る

徐

脈

性

不

整

脈

、

電

気

が

た

く

さ

ん

発

生

し

す

ぎ

て

脈

が

速

く

な

る

頻

脈

性

不

整

脈

が

あ

り

ま

す

。

徐

脈

性

不

整

脈

に

は

、

電

気

を

産

生

す

る

は

ず

の

洞

結

節

が

機

能

し

な

い

「

洞

不

全

症

候

群

」

、

電

気

を

中

継

す

る

房

室

結

節

が

機

能

し

な

い

「

房

室

ブ

ロ

ッ

ク

」

が

あ

り

、

ペ

ー

ス

メ

ー

カ

ー

を

植

え

込

む

こ

と

に

よ

っ

て

治

療

し

ま

す

。

頻

脈

性

不

整

脈

に

は

「

心

房

細

動

」

、
「

心

房

粗

動

」

、

「

発

作

性

上

室

性

頻

拍

」

、

「

心

室

頻

拍

」

、

「

心

室

細

動

」

な

ど

が

あ

り

、

主

に

薬

で

治

療

し

ま

す

。 

 

〈

そ

の

他

の

循

環

器

疾

患

〉 

心

臓

を

出

た

血

液

が

通

る

の

は

動

脈

で

す

が

、

タ

バ

コ

や

高

血

圧

、

糖

尿

病

な

ど

が

原

因

で

動

脈

硬

化

が

進

行

す

る

と

、

頚

動

脈

や

足

の

動

脈

、

腎

動

脈

な

ど

が

細

く

な

る

こ

と

が

あ

り

、

脳

梗

塞

、

足

の

壊

疽

、

腎

不

全

な

ど

に

つ

な

が

り

ま

す

。

こ

れ

ら

も

カ

テ

ー

テ

ル

手

術

な

ど

で

治

療

し

ま

す

。 

 

以

上

、

心

臓

の

構

造

と

機

能

、

循

環

器

の

病

気

に

つ

い

て

概

説

し

ま

し

た

。

多

く

の

循

環

器

疾

患

が

タ

バ

コ

、

糖

尿

病

、

高

血

圧

、

高

脂

血

症

に

基

づ

い

て

い

ま

す

。

こ

れ

ら

が

一

つ

で

も

該

当

す

る

方

は

、

循

環

器

の

病

気

に

す

で

に

か

か

っ

て

い

な

い

か

ど

う

か

、

主

治

医

に

ご

相

談

な

さ

り

、

一

度

は

専

門

医

受

診

を

な

さ

る

こ

と

を

お

勧

め

し

ま

す

。

当

院

で

は

月

、

火

、

木

、

金

の

午

前

に

循

環

器

内

科

の

外

来

を

開

設

し

て

お

り

、

月

曜

日

か

ら

木

曜

日

ま

で

の

毎

日

午

後

に

カ

テ

ー

テ

ル

手

術

や

ペ

ー

ス

メ

ー

カ

ー

植

込

み

手

術

を

行

っ

て

お

り

、

幅

広

く

循

環

器

疾

患

に

対

応

し

て

お

り

ま

す

。

い

つ

で

も

ご

相

談

く

だ

さ

い

。 次

号

で

は

、

「

狭

心

症

と

心

筋

梗

塞

」

を

解

説

い

た

し

ま

す

。 

            

             

～

看

護

師

だ

か

ら

で

き

る

こ

と

～ 

 

 

当

院

の

外

来

は

、

内

科

・

循

環

器

内

科

・

漢

方

内

科

・

外

科

・

整

形

外

科

・

泌

尿

器

科

・

産

婦

人

科

・

皮

膚

科

・

脳

神

経

外

科

・

眼

科

・

小

児

科

の

十

一

診

療

科

が

あ

り

ま

す

。

さ

ら

に

外

来

化

学

療

法

室

・

二

十

四

時

間

対

応

の

救

急

室

・

創

傷

セ

ン

タ

ー

や

糖

尿

病

セ

ン

タ

ー

が

あ

り

ま

す

。 

看

護

体

制

は

チ

ー

ム

ナ

ー

シ

ン

グ

で

、

看

護

師

は

各

チ

ー

ム

に

分

か

れ

連

携

を

取

り

な

が

ら

、

業

務

を

遂

行

し

て

い

ま

す

。 

外

来

看

護

師

の

大

事

な

役

割

は

、

患

者

さ

ん

の

状

態

を

把

握

す

る

こ

と

で

す

。

そ

し

て

診

療

の

介

助

、

入

院

・

検

査

の

説

明

、

点

滴

な

ど

の

処

置

が

あ

り

ま

す

。

外

来

を

受

診

す

る

患

者

さ

ん

は

乳

幼

児

か

ら

高

齢

者

ま

で

様

々

で

す

。

定

期

受

診

の

患

者

さ

ん

以

外

に

緊

急

性

の

あ

る

状

態

の

悪

い

患

者

さ

ん

も

い

ま

す

。

医

師

は

診

察

室

で

患

者

さ

ん

を

診

察

す

る

ま

で

状

態

を

把

握

す

る

こ

と

が

で

き

ま

せ

ん

。

こ

の

た

め

、

看

護

師

は

具

合

の

悪

い

患

者

さ

ん

が

い

れ

ば

状

態

を

観

察

し

、

医

師

に

伝

え

早

め

に

診

察

が

で

き

る

よ

う

に

調

整

し

ま

す

。

ま

た

、

初

診

の

患

者

さ

ん

の

場

合

、

症

状

と

受

診

を

希

望

し

て

い

る

科

が

合

致

し

て

い

な

い

こ

と

が

あ

り

、

そ

の

よ

う

な

場

合

に

は

直

接

患

者

さ

ん

に

症

状

を

聞

い

て

、

適

切

な

科

の

受

診

を

勧

め

る

こ

と

も

行

っ

て

い

ま

す

。 

現

在

、

当

院

の

入

院

期

間

は

平

均

十

三

日

と

短

く

、

退

院

後

も

継

続

し

た

処

置

が

必

要

な

患

者

さ

ん

が

増

加

し

て

い

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

患

者

さ

ん

は

退

院

後

の

自

宅

で

の

生

活

の

中

で

不

安

や

困

難

を

抱

え

る

こ

と

が

予

測

さ

れ

ま

す

。

こ

の

た

め

、

今

後

は

こ

の

よ

う

な

患

者

さ

ん

に

対

し

て

、

通

常

の

外

来

診

療

の

中

で

の

関

わ

り

だ

け

で

な

く

、

患

者

さ

ん

と

の

時

間

を

十

分

に

確

保

し

話

し

合

い

が

で

き

る

場

を

持

て

る

よ

う

に

努

力

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。 

（

文

責

：

鈴

木

有

美

） 

   

9999    ハローホスピタル 85 号 

外来看護外来看護外来看護外来看護のおのおのおのお話話話話    



   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

             

●

Ｃ

型

肝

炎

と

は

？ 

Ｃ

型

肝

炎

と

は

、

Ｃ

型

肝

炎

ウ

イ

ル

ス

（

Ｈ

Ｃ

Ｖ

）

が

血

液

を

介

し

て

感

染

し

、

肝

臓

に

炎

症

を

起

こ

す

病

気

で

す

。

現

在

日

本

で

は

、

約

一

五

〇

～

二

〇

〇

万

人

の

方

が

Ｈ

Ｃ

Ｖ

に

感

染

し

て

い

る

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

Ｈ

Ｃ

Ｖ

に

感

染

す

る

と

、

七

割

の

方

は

Ｃ

型

慢

性

肝

炎

と

な

り

ま

す

。 

Ｃ

型

慢

性

肝

炎

に

は

特

徴

的

な

自

覚

症

状

が

な

く

、

感

染

に

気

付

か

な

い

ま

ま

で

い

る

と

数

十

年

後

に

約

三

割

の

方

が

肝

硬

変

（

肝

臓

自

体

が

硬

く

な

り

、

正

常

に

働

か

な

く

な

る

病

気

）

に

進

行

し

ま

す

。

そ

し

て

肝

硬

変

に

な

っ

た

約

七

割

の

方

が

肝

臓

が

ん

に

進

行

す

る

こ

と

が

知

ら

れ

て

い

ま

す

。

現

在

日

本

で

は

、

Ｃ

型

慢

性

肝

炎

由

来

の

肝

臓

が

ん

患

者

は

、

肝

臓

が

ん

患

者

全

体

の

約

八

割

を

占

め

る

こ

と

が

分

か

っ

て

い

ま

す

。 

●

Ｃ

型

肝

炎

の

治

療

薬 

Ｃ

型

慢

性

肝

炎

の

薬

に

よ

る

治

療

は

二

種

類

あ

り

ま

す

。 

①

イ

ン

タ

ー

フ

ェ

ロ

ン

療

法

 
(

表

１

参

照) 

 

Ｈ

Ｃ

Ｖ

を

体

か

ら

排

除

す

る

方

法

で

す

。

イ

ン

タ

ー

フ

ェ

ロ

ン

と

い

う

注

射

薬

を

主

体

と

し

た

治

療

を

行

い

ま

す

。

Ｈ

Ｃ

Ｖ

の

遺

伝

子

型

の

違

い

・

ウ

イ

ル

ス

の

量

の

違

い

で

薬

の

組

み

合

わ

せ

が

変

わ

っ

て

き

ま

す

。

副

作

用

は

、

経

過

に

よ

っ

て

出

や

す

い

症

状

が

変

わ

っ

て

き

ま

す

。 
②

肝

庇

護

（

か

ん

ひ

ご

）

療

法(

表

２

参

照) 

 

イ

ン

タ

ー

フ

ェ

ロ

ン

療

法

を

使

え

な

い

方

（

高

齢

者

、

妊

婦

な

ど

）

も

し

く

は

イ

ン

タ

ー

フ

ェ

ロ

ン

で

Ｈ

Ｃ

Ｖ

が

排

除

で

き

な

か

っ

た

方

を

対

象

に

、

肝

臓

の

炎

症

を

抑

え

、

肝

硬

変

や

肝

臓

が

ん

へ

の

進

行

を

阻

止

・

遅

延

さ

せ

る

治

療

法

で

す

。

た

だ

し

、

Ｈ

Ｃ

Ｖ

を

体

内

か

ら

排

除

す

る

効

果

は

あ

り

ま

せ

ん

。

副

作

用

は

イ

ン

タ

ー

フ

ェ

ロ

ン

療

法

よ

り

軽

い

と

さ

れ

て

い

ま

す

。 

 
 ●

イ

ン

タ

ー

フ

ェ

ロ

ン

療

法

の

医

療

費

助

成

制

度

に

つ

い

て 

イ

ン

タ

ー

フ

ェ

ロ

ン

療

法

は

高

額

な

治

療

費

が

掛

か

る

た

め

、

国

で

は

二

〇

〇

八

年

四

月

か

ら

医

療

費

助

成

制

度

を

設

け

て

い

ま

す

。

保

健

所

や

市

役

所

に

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。 

表１．インターフェロン療法に使われる薬剤  

当院処方薬剤 用法用量 薬効 副作用(◎の症状が出た場合はすぐに主治医に相談してください） 

ペグイントロンペグイントロンペグイントロンペグイントロン    

皮下注皮下注皮下注皮下注®®®®    

((((ｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝ））））    

週 1 回 

注射 

 

治療開始～1週間    

●風邪のような症状（だるくなる、頭痛、発熱） 

●食欲不振 

●発疹、かゆみ 

レベトールレベトールレベトールレベトール    

カプセルカプセルカプセルカプセル    

200200200200ｍｇｍｇｍｇｍｇ®®®®    

1 日 2 回 

1 回 1～3 

カプセル 

 

 

2 週間～3ヶ月 

 

                                                              

●腹痛、便秘、口内炎 

◎眠れない、気分が落ち込む 

◎息切れ、痰が絡まない乾いた咳が出る 

◎動悸がする 

◎目が見えにくくなる 

テラビックテラビックテラビックテラビック錠錠錠錠    

250mg®250mg®250mg®250mg®    

1 日 3 回 

1 回 3 錠 

ウイルスの増

殖を抑える。 

インターフェ

ロンは内服薬

を併用するこ

とで、ウイルス

に対する効果

が高まる。 

     

    3 ヶ月以降 

           

◎糖尿病が悪化する 

●脱毛 

◎汗をかきやすくなる、むくむ 

※※※※レベトールカプセルレベトールカプセルレベトールカプセルレベトールカプセル 200200200200ｍｇｍｇｍｇｍｇ®®®®ととととテラテラテラテラビックビックビックビック錠錠錠錠 250mg®250mg®250mg®250mg®ははははインターフェロンインターフェロンインターフェロンインターフェロンとととと必必必必ずずずず併用併用併用併用しししし、、、、単独単独単独単独ではではではでは使用使用使用使用しませんしませんしませんしません。。。。    

ハローホスピタル 85 号  10101010 

表２.肝庇護療法に使われる薬剤  

当院処方薬剤 用法用量(1 日 3回) 薬効 副作用 

ウルソウルソウルソウルソ錠錠錠錠 50mg®50mg®50mg®50mg®    1 回 2～4錠 胆汁酸の排出を促し、肝臓の炎症を抑える。 

ネオファーゲンネオファーゲンネオファーゲンネオファーゲン CCCC 配合錠配合錠配合錠配合錠®®®®    1 回 2～3錠 ウイルスの増殖を抑え、肝臓の炎症を抑える。 

プロヘパールプロヘパールプロヘパールプロヘパール錠錠錠錠®®®®    1 回 1～2錠 肝臓の血液量を増やし、肝臓の働きをよくする。 

副作用は軽いとされてい

ますが、気になる症状が

ありましたらご相談くだ

さい。 



                                         

皆

さ

ん

は

“

自

己

血

輸

血

”

を

ご

存

知

で

し

ょ

う

か

？

輸

血

に

は

大

き

く

分

け

て

二

種

類

あ

り

ま

す

。 

献

血

に

よ

る

血

液

製

剤

を

血

液

セ

ン

タ

ー

か

ら

取

り

寄

せ

て

使

用

す

る

同

種

血

輸

血

と

、

急

を

要

し

な

い

手

術

の

準

備

と

し

て

、

事

前

に

自

分

の

血

液

を

貯

め

て

お

い

て

使

用

す

る

自

己

血

輸

血

で

す

。 

同

種

血

輸

血

で

は

、

血

液

セ

ン

タ

ー

で

十

分

な

検

査

が

行

わ

れ

て

い

ま

す

が

、

肝

炎

ウ

ィ

ル

ス

等

の

感

染

や

同

種

免

疫

反

応

（

蕁

麻

疹

、

発

熱

等

）

が

起

こ

る

可

能

性

は

ゼ

ロ

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。 

  

自

己

血

輸

血

の

利

点

と

し

て

は

、

同

種

血

輸

血

で

起

こ

る

可

能

性

の

あ

る

副

作

用

の

リ

ス

ク

が

低

い

と

い

う

点

が

あ

げ

ら

れ

ま

す

。

し

か

し

、

副

作

用

が

ま

っ

た

く

な

い

わ

け

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。 

万

が

一

、

自

己

血

の

採

血

時

に

細

菌

が

バ

ッ

グ

の

中

に

入

り

込

ん

で

し

ま

っ

た

場

合

、

そ

の

自

己

血

は

使

用

で

き

な

く

な

っ

て

し

ま

い

ま

す

。 

ま

た

、

貯

血

中

に

貧

血

の

よ

う

な

症

状

（

血

圧

低

下

に

よ

る

悪

心

、

冷

汗

等

）

が

起

こ

る

、

血

管

迷

走

神

経

反

射

（

Ｖ

Ｖ

Ｒ

）

な

ど

も

、

稀

で

す

が

起

こ

る

可

能

性

が

あ

り

ま

す

。

つ

ま

り

、

適

切

な

手

順

で

消

毒

か

ら

穿

刺

、

貯

血

を

行

い

、

自

己

血

を

保

管

・

管

理

す

る

こ

と

や

、

Ｖ

Ｖ

Ｒ

の

発

生

に

速

や

か

に

対

応

・

治

療

で

き

る

こ

と

が

、

安

全

に

自

己

血

輸

血

を

受

け

て

い

た

だ

く

た

め

に

、

必

要

で

あ

る

と

い

え

ま

す

。 

 

         

当

院

で

も

自

己

血

輸

血

を

実

施

し

て

お

り

、

近

年

、

そ

の

件

数

も

増

加

し

て

い

ま

す

。

 

そ

れ

に

伴

い

、

昨

年

の

医

療

の

質

向

上

活

動

（

Ｍ

Ｑ

Ｉ

）

に

て

検

査

科

チ

ー

ム

で

自

己

血

貯

血

業

務

の

標

準

化

を

行

い

ま

し

た

。 

検

査

技

師

も

貯

血

業

務

に

参

加

し

、

看

護

師

と

協

力

し

て

い

ま

す

。 

貯

血

前

に

は

、

貯

血

バ

ッ

ク

に

患

者

さ

ん

自

身

に

署

名

し

て

い

た

だ

き

、

さ

ら

に

照

合

シ

ス

テ

ム

を

使

用

し

て

本

人

確

認

を

し

て

い

ま

す

。 

貯

血

に

細

菌

が

混

入

し

な

い

よ

う

、

自

己

血

輸

血

学

会

で

推

奨

し

て

い

る

消

毒

方

法

を

行

っ

て

か

ら

始

め

ま

す

。 

貯

血

中

は

看

護

師

が

付

き

添

い

、

貯

血

後

も

三

〇

分

程

度

そ

の

ま

ま

お

休

み

い

た

だ

き

ま

す

の

で

、

Ｖ

Ｖ

Ｒ

の

症

状

が

出

た

ら

、

速

や

か

に

医

師

の

指

示

を

受

け

、

対

応

・

治

療

で

き

る

体

制

に

な

っ

て

い

ま

す

。 

ま

た

、

貯

血

さ

れ

た

血

液

は

、

検

査

技

師

が

直

ち

に

検

査

室

に

持

ち

帰

り

、

温

度

記

録

装

置

が

付

い

た

専

用

保

冷

庫

に

入

れ

、

適

切

に

保

管

し

て

い

ま

す

。 

      

同

種

血

輸

血

を

行

う

前

に

は

、

検

査

室

で

患

者

さ

ん

の

血

液

と

同

型

の

血

液

製

剤

を

試

験

管

の

中

で

混

ぜ

合

わ

せ

、

凝

集

や

溶

血

反

応

が

無

い

か

調

べ

て

い

ま

す

。

（

交

差

適

合

試

験

） 

自

己

血

輸

血

で

も

同

様

に

、

手

術

日

の

朝

に

採

血

を

し

て

、

最

終

チ

ェ

ッ

ク

を

行

っ

て

い

ま

す

。 

貯

血

か

ら

、

交

差

適

合

試

験

用

の

血

液

採

取

、

輸

血

の

実

施

ま

で

、

患

者

さ

ん

の

確

認

に

は

、

照

合

シ

ス

テ

ム

を

使

用

し

て

い

ま

す

。

 

当

院

で

は

安

心

し

て

自

己

血

輸

血

を

受

け

て

い

た

だ

け

ま

す

。 

も

し

、

こ

れ

か

ら

輸

血

が

必

要

に

な

る

よ

う

な

予

定

の

手

術

を

受

け

る

こ

と

が

あ

る

時

、

自

分

の

血

液

を

貯

め

て

お

く

と

い

う

方

法

も

選

択

で

き

る

と

い

う

こ

と

を

、

こ

れ

を

期

に

覚

え

て

い

た

だ

け

れ

ば

と

思

い

ま

す

。
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〇

 

Ｃ

Ｔ

検

査

と

は 

 

Ｃ

Ｔ

と

は

、C
om

p
u

ted
 T

om
og

ra
p

h
y

（

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

ー

断

層

撮

影

法

）

の

略

語

で

す

。 

Ｃ

Ｔ

検

査

に

は

Ｘ

線

が

使

わ

れ

ま

す

。

Ｘ

線

は

、

肺

の

よ

う

に

空

気

の

た

く

さ

ん

あ

る

と

こ

ろ

は

通

過

し

や

す

く

、

骨

は

通

過

し

に

く

い

と

い

う

性

質

が

あ

る

為

、

Ｘ

線

の

通

過

し

や

す

さ

は

身

体

の

組

織

や

臓

器

に

よ

っ

て

異

な

り

ま

す

。 

身

体

に

Ｘ

線

を

照

射

し

、

通

過

し

た

Ｘ

線

量

の

差

を

利

用

し

デ

ー

タ

と

し

て

集

め

、

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

ー

で

処

理

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

身

体

の

内

部

を

画

像

化

す

る

検

査

で

す

。

 

 

 

 

検

査

の

時

は

、

Ｃ

Ｔ

装

置

の

寝

台

に

寝

て

検

査

を

受

け

ま

す

。

目

的

と

す

る

部

位

に

正

し

く

Ｘ

線

が

照

射

さ

れ

る

よ

う

に

、

Ｃ

Ｔ

装

置

の

ガ

ン

ト

リ

ー

と

い

う

大

き

な

円

筒

状

の

穴

の

中

に

寝

台

ご

と

移

動

さ

せ

て

撮

影

を

行

い

ま

す

。

ガ

ン

ト

リ

ー

の

中

で

は

、

Ｘ

線

を

放

出

す

る

管

球

と

そ

の

検

出

器

が

対

と

な

り

、

体

の

周

り

を

回

転

し

て

デ

ー

タ

を

収

集

し

な

が

ら

撮

影

し

て

い

き

ま

す

（

こ

れ

を

ス

キ

ャ

ン

と

い

い

ま

す

）

。 

さ

ら

に

そ

の

デ

ー

タ

を

使

い

、

画

像

を

３

Ｄ

に

す

る

こ

と

も

可

能

で

す

。 

    

○

 

造

影

剤

を

使

っ

た

Ｃ

Ｔ

検

査 

 

撮

影

の

目

的

に

よ

り

正

確

な

診

断

を

す

る

た

め

造

影

剤

と

い

う

透

明

な

注

射

液

を

使

う

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

小

さ

な

病

変

や

正

常

部

位

と

Ｘ

線

透

過

性

が

ほ

と

ん

ど

変

わ

ら

な

い

病

変

は

、

診

断

が

困

難

な

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

造

影

剤

を

使

用

す

る

こ

と

で

、

こ

れ

ら

の

病

変

は

明

瞭

に

描

出

さ

れ

、

よ

り

正

確

な

診

断

が

可

能

と

な

り

ま

す

。 

  

 

  

Ｃ

Ｔ

検

査

で

使

用

さ

れ

る

造

影

剤

は

、

【

ヨ

ー

ド

造

影

剤

】

と

呼

ば

れ

る

も

の

で

、

通

常

、

腕

の

静

脈

か

ら

点

滴

の

よ

う

に

注

入

し

て

ス

キ

ャ

ン

を

行

い

ま

す

。

造

影

剤

を

使

用

し

て

撮

影

す

る

Ｃ

Ｔ

検

査

の

こ

と

を

「

造

影

Ｃ

Ｔ

検

査

」

、

造

影

剤

を

使

用

し

な

い

Ｃ

Ｔ

検

査

の

こ

と

を

「

単

純

Ｃ

Ｔ

検

査

」

と

い

う

呼

び

名

で

区

別

し

て

い

ま

す

。 

 

【

ヨ

ー

ド

造

影

剤

】

も

改

良

が

加

え

ら

れ

、

副

作

用

は

減

少

し

て

き

ま

し

た

が

、

必

ず

し

も

ゼ

ロ

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

副

作

用

が

起

こ

り

や

す

い

要

因

と

し

て

、

ア

レ

ル

ギ

ー

歴

（

特

に

気

管

支

喘

息

）

、

造

影

剤

に

よ

る

副

作

用

歴

（

過

去

に

造

影

剤

を

使

用

し

て

気

分

が

悪

く

な

る

、

じ

ん

ま

し

ん

が

で

た

こ

と

が

あ

る

な

ど

）

、

腎

機

能

障

害

な

ど

が

あ

り

ま

す

。

以

上

の

頂

日

に

該

当

す

る

も

の

が

あ

れ

ば

、

検

査

前

に

医

師

に

伝

え

て

く

だ

さ

い

。
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CT の話 



                              

・

発

酵

食

品

に

つ

い

て

 

日

本

を

代

表

す

る

調

味

料

と

問

わ

れ

れ

ば

、

多

く

の

人

は

醤

油

か

味

噌

と

答

え

ら

れ

る

と

思

い

ま

す

。

 

こ

の

二

つ

の

調

味

料

に

は

大

き

な

共

通

点

が

あ

り

、

そ

れ

は

原

材

料

で

あ

る

大

豆

に

「

発

酵

」

と

い

う

工

程

を

経

て

作

ら

れ

て

い

る

こ

と

で

す

。

こ

の

「

発

酵

」

と

は

、

そ

の

ま

ま

で

は

消

化

吸

収

し

に

く

い

よ

う

な

成

分

を

微

生

物

の

力

を

借

り

て

分

解

し

た

り

、

風

味

を

増

し

た

り

す

る

こ

と

に

よ

り

、

食

品

を

よ

り

有

益

な

も

の

に

す

る

事

で

す

。

 

現

在

の

よ

う

に

科

学

が

進

展

し

微

生

物

を

目

で

見

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

な

っ

て

か

ら

は

、

発

酵

に

関

わ

る

菌

の

種

類

や

発

酵

の

条

件

、

産

生

さ

れ

る

物

質

な

ど

が

は

っ

き

り

と

調

べ

ら

れ

、

効

率

的

で

安

全

な

発

酵

食

品

が

作

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

お

り

、

特

に

栄

養

素

を

分

解

す

る

酵

素

を

豊

富

に

持

ち

、

有

害

な

物

質

を

産

生

し

な

い

菌

が

利

用

さ

れ

て

い

ま

す

。

麹

（

こ

う

じ

）

や

酵

母

菌

、

乳

酸

菌

な

ど

の

微

生

物

が

持

つ

酵

素

に

よ

り

、

穀

物

の

糖

質

を

ア

ル

コ

ー

ル

に

分

解

し

た

酒

類

や

、

乳

類

の

糖

質

を

乳

酸

に

分

解

し

酸

性

に

す

る

こ

と

で

固

め

る

乳

製

品

、

大

豆

等

の

た

ん

ぱ

く

質

を

分

解

し

吸

収

を

良

く

し

た

り

、

う

ま

味

を

増

し

た

調

味

料

類

な

ど

が

あ

げ

ら

れ

、

諸

外

国

で

は

牛

乳

等

を

発

酵

さ

せ

た

ヨ

ー

グ

ル

ト

や

チ

ー

ズ

、

日

本

で

は

醤

油

や

味

噌

、

納

豆

な

ど

が

発

酵

食

品

に

あ

た

り

ま

す

。

現

在

の

よ

う

に

多

く

の

動

物

性

食

材

が

得

ら

れ

な

か

っ

た

江

戸

時

代

以

前

で

は

、

大

豆

の

発

酵

食

品

を

お

か

ず

と

し

、

主

な

た

ん

ぱ

く

源

と

し

て

き

た

よ

う

に

、

日

本

人

は

古

く

か

ら

発

酵

食

品

に

慣

れ

親

し

ん

で

き

ま

し

た

。

 

 

・

発

酵

食

品

を

食

べ

る

メ

リ

ッ

ト

 

発

酵

食

品

を

取

り

入

れ

る

メ

リ

ッ

ト

と

し

て

は

消

化

吸

収

し

や

す

い

形

で

栄

養

素

を

摂

る

事

が

出

来

る

他

に

も

、

原

材

料

を

そ

の

ま

ま

食

べ

る

だ

け

で

は

得

ら

れ

な

い

、

発

酵

に

よ

っ

て

つ

く

り

出

さ

れ

た

成

分

や

増

や

さ

れ

た

成

分

を

摂

取

で

き

る

と

い

う

事

も

あ

げ

ら

れ

ま

す

。

納

豆

で

言

え

ば

発

酵

す

る

こ

と

に

よ

り

血

液

凝

固

に

関

わ

る

ビ

タ

ミ

ン

Ｋ

が

大

豆

に

比

べ

一

二

〇

倍

（

一

〇

〇

グ

ラ

ム

あ

た

り

）

に

増

加

し

た

り

、

カ

ル

シ

ウ

ム

吸

収

促

進

効

果

が

あ

る

と

さ

れ

る

ポ

リ

グ

ル

タ

ミ

ン

酸

が

作

ら

れ

ま

す

。

ま

た

、

発

酵

に

利

用

さ

れ

た

微

生

物

を

摂

取

し

、

そ

の

生

き

た

ま

ま

の

菌

が

腸

に

届

く

こ

と

で

、

善

玉

菌

を

増

や

す

な

ど

プ

ロ

バ

イ

オ

テ

ィ

ク

ス

と

呼

ば

れ

る

腸

内

環

境

の

正

常

化

に

よ

り

便

秘

の

改

善

な

ど

が

期

待

で

き

ま

す

。

 

 

・

新

し

い

調

味

料

・

塩

分

に

注

意

 

 

最

近

で

は

新

し

い

調

味

料

と

し

て

塩

麹

 

の

名

前

を

耳

に

す

る

機

会

が

多

い

と

思

い

ま

す

。

味

噌

や

醤

油

を

作

る

時

に

使

わ

れ

る

麹

と

塩

か

ら

作

ら

れ

る

食

材

で

、

ア

ミ

ラ

ー

ゼ

な

ど

糖

質

分

解

酵

素

や

プ

ロ

テ

ア

ー

ゼ

な

ど

た

ん

ぱ

く

質

分

解

酵

素

を

豊

富

に

含

む

の

で

、

肉

や

野

菜

を

漬

け

込

む

こ

と

で

柔

か

く

風

味

豊

か

に

仕

上

げ

る

こ

と

が

で

き

ま

す

が

、

塩

分

を

と

て

も

多

く

含

む

の

で

注

意

が

必

要

で

す

。

 

        

                             

塩分含量 

100 グラム当り 

味噌 12.4 グラム 

醤油 16 グラム 

塩麹 15 グラム 

（塩：麹：水を 

1：2：4とした場合） 

13131313    ハローホスピタル 85 号 

○○○○発酵食品発酵食品発酵食品発酵食品についてについてについてについて○○○○    

○ 鮭の塩麹焼き ○ 

・材料【2 人分】・ 

 鮭切り身 2 枚 

 塩麹   適量 

（10 グラム程） 

 

・作り方・ 

1. 鮭に塩麹を塗り漬け 

冷蔵庫で 1～2 時間寝かす 

寝かすことで風味が変化し

ます 

2. 魚焼きグリルやオーブンで 

焼き色がつくまで焼いて 

出来上がり 

 

 

 

＊鮭のほかにタラや鯵など 

 どんな魚でも 

 



                                

高

齢

化

社

会

に

お

い

て

注

目

さ

れ

る

問

題

の

ひ

と

つ

に

「

転

倒

」

が

あ

り

ま

す

。

あ

る

調

査

で

は

、

六

十

五

歳

以

上

の

三

分

の

一

、

一

年

に

一

度

は

転

倒

を

経

験

し

て

い

る

と

報

告

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

後

期

高

齢

者

と

呼

ば

れ

る

七

十

五

歳

以

上

で

は

、

転

倒

・

骨

折

の

発

生

率

が

急

激

に

増

加

す

る

と

の

報

告

も

あ

り

ま

す

。 

 

転

倒

転

倒

転

倒

転

倒

のののの

原

因

原

因

原

因

原

因    

高

齢

者

の

転

倒

の

原

因

は

内

的

要

因

と

外

的

要

因

に

大

別

さ

れ

ま

す

。

内

的

要

因

と

は

加

齢

に

伴

う

心

身

機

能

の

変

化

や

慢

性

疾

患

の

諸

症

状

な

ど

を

指

し

ま

す

。

こ

れ

に

対

し

外

的

要

因

と

は

床

面

の

段

差

や

照

明

、

履

物

な

ど

を

指

し

ま

す

。 

  
 

内

的

要

因

内

的

要

因

内

的

要

因

内

的

要

因    

●●●●

感

覚

感

覚

感

覚

感

覚

のののの

衰衰衰衰

ええええ    

安

定

し

た

立

位

や

歩

行

に

は

感

覚

が

欠

か

せ

ま

せ

ん

。

視

覚

、

聴

覚

、

平

衡

感

覚

、

足

の

裏

の

感

覚

、

関

節

角

度

や

筋

の

働

き

具

合

に

関

す

る

感

覚

な

ど

が

あ

り

ま

す

。

重

要

な

の

は

加

齢

と

共

に

こ

れ

ら

の

感

覚

が

低

下

す

る

と

い

う

事

実

で

す

。

例

え

ば

白

内

障

の

た

め

に

薄

暗

い

所

で

つ

ま

ず

い

た

り

、

難

聴

の

た

め

に

車

の

接

近

に

気

付

く

の

が

遅

れ

た

り

、

体

の

バ

ラ

ン

ス

能

力

が

低

下

し

た

り

、

僅

か

な

路

面

の

傾

斜

に

気

付

か

な

か

っ

た

り

と

、

こ

れ

ら

の

症

状

の

ど

れ

か

に

思

い

当

た

る

こ

と

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

 
 

 ●●●●

反

射

反

射

反

射

反

射

・・・・

反

応

反

応

反

応

反

応

のののの

衰衰衰衰

ええええ    

転

び

そ

う

に

な

っ

た

時

、

と

っ

さ

に

手

が

出

る

の

は

ヒ

ト

に

備

わ

っ

た

重

要

な

反

応

で

す

。

こ

ん

な

一

見

単

純

な

反

応

も

複

雑

な

神

経

系

が

適

切

に

機

能

し

て

い

て

成

立

す

る

の

で

す

。

前

項

で

述

べ

た

感

覚

は

良

く

て

も

中

枢

へ

伝

え

る

神

経

や

そ

の

中

枢

の

機

能

が

衰

え

て

い

れ

ば

適

切

な

反

応

は

現

れ

ま

せ

ん

。 

 ●●●●

脳

循

環

不

全

脳

循

環

不

全

脳

循

環

不

全

脳

循

環

不

全    

脳

の

大

血

管

の

不

具

合

は

半

身

麻

痺

を

来

た

し

ま

す

が

、

広

範

囲

に

多

発

す

る

小

さ

な

梗

塞

を

多

発

性

脳

梗

塞

と

い

い

ま

す

。 

パ

ー

キ

ン

ソ

ン

様

症

状

を

引

き

起

こ

す

も

の

で

す

。

特

徴

と

し

て

体

が

強

ば

り

滑

ら

か

な

動

き

が

阻

害

さ

れ

ま

す

。

手

は

振

る

え

細

か

い

作

業

が

し

に

く

く

な

り

ま

す

。

歩

き

始

め

の

一

歩

が

出

せ

な

い

の

も

特

徴

的

症

状

で

す

。 

 ●●●●

骨骨骨骨

・・・・

関

節

関

節

関

節

関

節

・・・・

筋筋筋筋

のののの

衰衰衰衰

ええええ    

手

足

の

運

動

能

力

も

さ

る

こ

と

な

が

ら

、

よ

り

強

調

し

た

い

点

は

姿

勢

の

変

化

で

す

。

骨

粗

鬆

症

は

既

に

広

く

知

ら

れ

て

い

ま

す

が

、

背

中

が

丸

く

な

る

の

は

こ

れ

が

原

因

で

す

。

全

身

の

関

節

運

動

範

囲

が

狭

ま

る

と

前

か

が

み

で

手

の

振

り

が

小

さ

く

歩

幅

の

小

さ

い

歩

き

に

な

り

ま

す

。

前

か

が

み

の

姿

勢

は

足

の

上

が

り

が

低

く

つ

ま

ず

く

原

因

に

な

り

ま

す

。

さ

ら

に

と

っ

さ

の

時

の

対

応

も

十

分

で

は

な

く

な

る

の

で

す

。 

 ●●●●

薬

物

薬

物

薬

物

薬

物

のののの

作

用

作

用

作

用

作

用    

不

眠

の

た

め

薬

を

服

用

し

て

い

る

方

も

多

い

で

し

ょ

う

。

目

覚

め

て

す

ぐ

ト

イ

レ

へ

行

く

こ

と

が

い

か

に

危

険

か

言

う

ま

で

も

あ

り

ま

せ

ん

。

ま

た

、

副

作

用

と

し

て

運

動

機

能

障

害

を

引

き

起

こ

す

薬

も

あ

り

ま

す

。

 

 外

的

要

因

外

的

要

因

外

的

要

因

外

的

要

因    

●●●●

採

光

採

光

採

光

採

光

とととと

照

明

照

明

照

明

照

明    

不

適

切

な

照

明

で

は

足

元

の

安

全

は

望

め

ま

せ

ん

。

明

る

さ

だ

け

の

こ

と

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

例

え

ば

段

差

が

あ

る

こ

と

に

気

付

き

難

い

角

度

で

照

ら

さ

れ

て

い

て

は

そ

の

価

値

を

失

い

ま

す

。

さ

ら

に

床

材

の

色

調

に

よ

っ

て

は

段

差

が

目

立

た

な

く

な

る

例

も

あ

り

ま

す

。 

 ●●●●

屋

内

屋

内

屋

内

屋

内

のののの

動

線

動

線

動

線

動

線    

通

常

、

日

本

家

屋

の

廊

下

は

三

尺

幅

（

約

九

〇

セ

ン

チ

）

で

す

。

そ

の

動

線

上

に

色

々

と

物

が

置

か

れ

て

い

る

こ

と

も

よ

く

あ

り

ま

す

。

よ

ろ

け

た

弾

み

で

手

を

伸

ば

し

、

掴

ま

ろ

う

と

し

た

家

具

と

一

緒

に

倒

れ

る

な

ん

て

こ

と

も

起

こ

り

得

ま

す

。 

 

    

●●●●

床床床床

のののの

段

差

段

差

段

差

段

差

とととと

敷

物

敷

物

敷

物

敷

物    

中

途

半

端

な

段

差

は

最

も

危

険

で

す

。

ま

た

、

じ

ゅ

う

た

ん

な

ど

の

敷

物

は

そ

の

縁

で

つ

ま

ず

き

易

い

も

の

で

す

。 

 ●●●●

寝

具

寝

具

寝

具

寝

具    

布

団

に

つ

ま

ず

い

た

と

い

う

話

を

よ

く

聞

き

ま

す

。

歩

い

て

布

団

を

上

が

り

下

り

す

る

の

は

禁

物

で

す

。 
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転倒転倒転倒転倒のののの原因原因原因原因    



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                                                        

ＱＱＱＱ

１１１１ 

受

付

側

の

人

が

少

な

い

の

で

、

わ

か

ら

な

い

人

が

会

計

に

来

て

、

対

応

し

、

ど

ん

ど

ん

遅

れ

て

い

く

。

総

合

受

付

の

方

が

見

て

く

れ

る

と

い

い

の

だ

が

。

 

（

七

十

歳

 

男

性

）

 

  

ＡＡＡＡ

１１１１

 

待

ち

時

間

を

短

縮

で

き

る

よ

う

に

『

 

③

健

診

そ

の

他

の

お

問

い

合

わ

せ

』

を

設

置

し

ま

し

た

。

お

近

く

の

案

内

係

も

対

応

し

ま

す

の

で

、

気

軽

に

お

声

掛

け

下

さ

い

 

 

    

ＱＱＱＱ

２２２２

 

受

付

シ

ス

テ

ム

も

来

る

た

び

に

違

っ

て

い

る

よ

う

に

感

じ

ま

す

。

受

付

機

で

並

び

、

総

合

受

付

に

並

び

、

ま

た

診

療

科

の

受

付

と

都

合

３

回

の

受

付

が

あ

り

、

患

者

に

は

負

担

に

な

っ

て

い

ま

す

。

 
 

（

六

十

歳

代

 

男

性

）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

    

ＡＡＡＡ

２２２２ 

受

付

シ

ス

テ

ム

の

変

更

は

し

て

い

ま

せ

ん

が

、

手

順

と

順

路

が

明

確

に

わ

か

る

よ

う

に

、

受

付

機

の

壁

面

に

操

作

手

順

・

案

内

を

掲

示

し

ま

し

た

。

（

図

１

）

 

 

受

付

表

の

案

内

も

改

訂

し

ま

し

た

。

 

（

図

２

）
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図１操作手順 図２受付表 

患者患者患者患者さんのさんのさんのさんの声声声声にににに    

おおおお答答答答えしますえしますえしますえします    

（（（（患者満足向上委員会患者満足向上委員会患者満足向上委員会患者満足向上委員会））））    
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次号次号次号次号はははは

第第第第８８８８6666 号号号号 平成平成平成平成 ２２２２5555 年年年年 １１１１ 月月月月４４４４ 日日日日発行発行発行発行ですですですです。。。。

おおおお待待待待ちしてちしてちしてちして

おりますおりますおりますおります

患者満足向上委員会・広報委員会では、

当院に対する皆様からのご意見・ご質問など

（その他何でも結構です）お待ちしております。

院内に設置してあるご意見箱、または

E-mailでお待ちしております。

＊ご意見箱設置場所＊ 各階談話室

玄関入口総合案内

連絡先 Tel 03-5988-2200（代表）

Fax 03-5988-2250

e-mail : info@nerima-hosp.or.jp

http://www.nerima-hosp.or.jp

お 知 ら せ

次号の特集は

○○○○ 新年新年新年新年のごのごのごのご挨拶挨拶挨拶挨拶

○○○○ ＭＱＩ（ＭＱＩ（ＭＱＩ（ＭＱＩ（医療医療医療医療のののの質向上活動質向上活動質向上活動質向上活動））））発表大会発表大会発表大会発表大会 開催報告開催報告開催報告開催報告



｢ハローホスピタル｣：第８５号 平成２４年 １０月１日発行 （年４回発行）

発行／編集 公益財団法人東京都医療保健協会 練 馬 総 合 病 院 広報委員会

当院へのご案内

〒〒〒〒176176176176----8530853085308530 東京都練馬区旭丘東京都練馬区旭丘東京都練馬区旭丘東京都練馬区旭丘１１１１----２４２４２４２４----1111

★診療科目★ 内科／外科／循環器内科／整形外科／皮膚科／泌尿器科

産婦人科／眼科／小児科／脳外科／リハビリテーション科／漢方内科

特殊外来（尿失禁外来・禁煙外来・無呼吸症候群外来）

健康医学センター（各種ドック・健診）

糖尿病センター ／創傷ケアセンター ／内視鏡センター／漢方医学センター

★受付時間★ 午前の診療受付

午後の診療受付

午前８時～午前１１時

正午～午後４時

★休 診 日★ 土曜日／日曜日／祝祭日／年末年始

急患は年中無休で２４時間診療いたします

★２４時間救急受付★ 当直医常時３名体制 （内科／外科系／産婦人科）

★面会時間★ 午後３時～午後８時平日

土･日･祝日 午前１０時～午後８時

＊平日午後平日午後平日午後平日午後７７７７時時時時・・・・休日午後休日午後休日午後休日午後５５５５時時時時３０３０３０３０分以降分以降分以降分以降はははは夜間救急入口夜間救急入口夜間救急入口夜間救急入口になりますになりますになりますになります。。。。

☆新生児面会時間☆ 平日

土･日･祝日

午後３時～３時３０分 午後５時～午後７時

午前１１時～１２時

午後３時～３時３０分 午後５時～午後７時

新江古田新江古田新江古田新江古田

至池袋至池袋至池袋至池袋至所沢至所沢至所沢至所沢

日大芸術学部日大芸術学部日大芸術学部日大芸術学部

西武池袋線西武池袋線西武池袋線西武池袋線

都営大江戸線都営大江戸線都営大江戸線都営大江戸線

江古田江古田江古田江古田 東長崎東長崎東長崎東長崎

東京三菱東京三菱東京三菱東京三菱ＵＦＪＵＦＪＵＦＪＵＦＪ銀行銀行銀行銀行

旭丘文化通旭丘文化通旭丘文化通旭丘文化通りりりり

千川通千川通千川通千川通りりりり

武蔵大学武蔵大学武蔵大学武蔵大学

江古田江古田江古田江古田バスバスバスバス停停停停

ファミリーマートファミリーマートファミリーマートファミリーマート

練馬総合病院練馬総合病院練馬総合病院練馬総合病院

・・・・診療診療診療診療 問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ ０３０３０３０３－－－－５９８８５９８８５９８８５９８８－－－－２２９０２２９０２２９０２２９０

・・・・各種各種各種各種ドックドックドックドック、、、、健診健診健診健診 ０３０３０３０３－－－－５９８８５９８８５９８８５９８８－－－－２２４６２２４６２２４６２２４６

・・・・そのそのそのその他問他問他問他問いいいい合合合合わせわせわせわせ ０３０３０３０３－－－－５９８８５９８８５９８８５９８８－－－－２２００２２００２２００２２００（（（（代表代表代表代表））））

ＦＡＸＦＡＸＦＡＸＦＡＸ ０３０３０３０３－－－－５９８８５９８８５９８８５９８８－－－－２２５０２２５０２２５０２２５０
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